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宗
教
に
は
聖
地
と
名
付
け
ら
れ
る
場
所
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
エ
ル
サ
レ
ム
、
仏
教
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
な
ど
が
代
表
で
あ

る
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
メ
ッ
カ
が
相
当
す
る
。
こ
の
メ
ッ
カ
に
は
一
年
の
特
定
の
時
期
に
信
者
が
巡
礼
す
る
ハ
ッ
ジ
と
い

う
行
事
が
あ
る
。
今
年
は
高
温
の
た
め
多
数
が
死
亡
す
る
と
い
う
惨
事
が
発
生
し
た
が
、
世
界
か
ら
数
百
万
人
の
信
者
が
巡

礼
に
参
集
す
る
。 

 

こ
れ
に
相
当
す
る
日
本
の
行
事
は
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
で
あ
る
。
江
戸
時
代
以
後
、
毎
年
、
全
国
か
ら
数
十
万
人
が
参
拝

し
て
い
た
が
、
六
〇
年
に
一
度
の
「
お
蔭
参
り
」
で
は
三
〇
〇
万
人
か
ら
四
〇
〇
万
人
に
も
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
聖
地
巡
礼
と
名
付
け
ら
れ
る
行
事
は
古
来
、
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
る
が
、
最
近
、
新
型
の
聖
地
巡
礼
が
登

場
し
て
き
た
。 

 

東
京
に
唯
一
残
存
す
る
都
電
の
東
京
さ
く
ら
ト
ラ
ム
の
三
ノ
輪
橋
停
留
所
の
北
側
に
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
商
店
街
が
あ

る
。
街
路
の
両
側
に
八
〇
以
上
の
商
店
が
存
在
す
る
普
通
の
商
店
街
で
あ
る
が
、
若
者
が
頻
繁
に
来
訪
す
る
。
買
物
の
た
め

で
は
な
く
『
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
』
『
万
引
き
家
族
』
『
家
政
夫
の
ミ
タ
ゾ
ノ
』
な
ど
の
映
画
や
放
送
番
組
の
舞
台
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
そ
の
現
場
を
見
学
に
到
来
す
る
の
で
あ
る
。 

 

同
様
の
事
例
は
神
戸
に
も
あ
る
。
新
海
誠
監
督
の
映
画
『
す
ず
め
の
戸
締
り
』
は
主
役
の
女
性
が
全
国
を
旅
行
し
な
が
ら

探
訪
す
る
物
語
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
に
神
戸
の
三
ノ
宮
駅
付
近
に
あ
る
二
宮
商
店
街
が
九
宮
筋
商
店
街
と
い
う
名
前
で
登

場
す
る
た
め
、
若
者
が
見
物
に
来
訪
す
る
。
さ
ら
に
六
甲
山
中
に
あ
る
神
戸
お
と
ぎ
の
国
も
同
様
の
理
由
で
人
気
場
所
に
な

っ
て
い
る
。 

 

神
奈
川
県
の
鎌
倉
と
藤
沢
を
連
絡
す
る
私
鉄
の
江
ノ
島
電
鉄
線
の
鎌
倉
高
校
前
駅
の
付
近
に
あ
る
遮
断
機
の
設
置
さ
れ

た
踏
切
に
は
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
か
ら
も
見
物
の
人
々
が
殺
到
し
て
い
る
。
理
由
は
累
計
発
行
部
数
一
億
七
〇
〇
〇
万

部
以
上
で
海
外
で
も
人
気
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
主
題
と
す
る
漫
画
『
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
』
の
一
部
に
登
場
す
る
風
景
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

 

明
治
時
代
以
後
、
三
・
七
倍
に
増
加
し
て
き
た
日
本
の
人
口
は
二
〇
〇
八
年
に
頂
点
と
な
り
、
以
後
、
減
少
に
転
換
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
重
要
な
変
化
は
都
道
府
県
単
位
で
人
口
が
増
加
し
て
い
る
の
は
東
京
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
減
少

に
移
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
移
民
政
策
を
本
格
導
入
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
傾
向
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。 

 

そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
の
が
関
係
人
口
や
交
流
人
口
と
名
付
け
ら
れ
る
国
内
国
外
か
ら
地
域
に
到
来
す
る
人
口
で
あ
る
が
、

経
済
の
視
点
で
は
な
く
文
化
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。
従
来
は
自
然
景
観
や
歴
史
遺
産
な
ど
が
人
々
を
誘
引
す

る
資
源
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
な
る
資
源
と
な
り
は
じ
め
た
の
が
漫
画
や
映
画
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
の
は
数
例
で
あ

る
。 

 

こ
れ
が
重
要
な
意
味
は
国
内
へ
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
海
外
へ
の
影
響
が
多
大
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
す
ず
め
の
戸
締

り
』
は
国
内
の
興
行
収
入
は
一
四
七
億
円
で
あ
る
が
、
海
外
で
は
二
三
七
億
円
と
国
内
の
一
・
六
倍
で
、
日
本
映
画
の
海
外

収
入
と
し
て
は
歴
代
二
位
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
金
銭
以
上
に
日
本
の
文
化
を
理
解
す
る
人
々
が
海
外
で
増
加
す
る
と
い
う
重

要
な
意
味
が
あ
る
。 

 

こ
の
仕
組
み
を
国
家
戦
略
と
し
て
利
用
し
た
の
が
太
平
洋
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
で
、
裕
福
な
都
市
や
家
庭
の
生
活
を
題
材

と
す
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
輸
出
し
て
敵
対
し
て
い
た
国
々
を
懐
柔
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
登
場
す
る
工
業
製
品
を
輸
出

し
て
き
た
。
日
本
の
漫
画
や
映
画
に
喚
起
さ
れ
た
現
在
の
聖
地
巡
礼
を
国
家
戦
略
と
す
る
か
に
は
議
論
が
あ
る
が
、
経
済
の

視
点
で
は
な
く
文
化
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。 


